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み
ん
な
に
お
め
で
と
う

小中学校の卒巣式、そし て保育所の修了式。それ

ぞれの証書を手にした 、みんなにおめでとう。
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平成10年度一般会計予

算 46億7000万円



一般会計
歳入

地 方 交 付 税� ２,１５１．０００干円
町　　　　 税� ９５２ １９１千円
町　　　　 價�392.10 千円
国 原 支 出 金�367.16 千円
県　 支　出　 金�240.867 千円
諸　　 収　　入� １４４．２９２干円
地方消費税交付金�90.8B0 千円
地 方 譲 与 税�74  , 00 千円
縵　　 入　　金� ７３０４０千円

使用科及び手散科ほか� １８４．４６４千円
計 �4.670.00 千円

歳 出

土　　木　　費 �870  , 2 千円
衛　　生　　費 �787.48 千円
総　　務　　費 � ６２４,９２１千円
公　　 價　　費�604.3 千円
農 林 水 産 業 費 � ５２９．７８０°F尸二l

民　　生　　費 �486.5 千円
敦　　冐　　 爽� ４１６,６２３干円
消　　防　　費 � １９４,９４４千円
議　　会　　費 �1  09.074 千円
商　　工　　 費�39.95 千円
災害復旧眥ほか�0003 千円

計 �4.670.000 干円

豊かで住みよい活力あふれる町づくり

心豊かで

人にやさしい町づくり

歳

入

歳
入
は
、
町
税
な
ど
の
自
主
財
源
が
十
二

億
（

千
八
百
七
十
九
万
一
千
円
（
五
・
五
％

減
）
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源
が
三
卜

三
億
八
千
百
二
十
万
九
千
円
（

匸

万

一
％

増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
大
部
分
を
占
め
る
町
税
は
、

九
億
五
千
二
百
十
九
万
一
千
円
を
見
込
み
ま

し
た
。
町
税
の
う
ち
、
町
民
税
は
佃
人
分
の

特
別
減
税
が
行
わ
れ
る
た
め
に
減
収
が
見
込

ま
れ
ま
す
が
、
新
築
家
屋
が
増
え
た
こ
と
な

ど
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
増
収
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
、
た
ば
こ
税
が
県
か
ら
税
源
移
譲

さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
町
税
全
体
と
し
て

三
千
二
百
七
十
万
四
千
円
（
一
予

六
％
）
の

増
収
を
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
全
体

の
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、
二
十
一

億
五
千
百
万
円
（

了

○
％
増
）
を
計
上
し

ま
し
た
。

一
方
、
岡
庫
支
出
金
は
、
市
町
村
が
特
定

の
事
業
を
行
う
と
き
に
必
嬰
経
費
を
国
が
交

付
す
る
も
の
で
す
。
老
人
福
祉
費
、
児
童
福

祉
費
な
ど
に
加
え
、
今
年
度
は
（
仮
称
）
板

橋
南
住
宅
団
地
闘
発
事
巣
に
伴
う
道
路
整
備

や
町
営
住
宅
建
設
な
ど
の
新
規
事
業
が
始
ま

る
た
め
、
総
額
三
億
六
千
七
百
十
六
万
六
千

円
（
一
四
九
・
九
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

圃
庫
支
出
金
と
同
じ
性
格
を
持
つ
県
支
出

金
は
、
総
額
二
億
四
千
八
十

六
万

七
千
円

（
四
・
三
％
減
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、
事
業
目
的
に
応
じ
て
基
金
を

取
り
崩
し
て
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
、
弾
力

的
な
運
用
を
図
る
た
め
の
予
算
で
す
。
老
人

保
健
特
別
会
計
へ
の
繰
入
金
五
千
二
百
七
十

万

八
千
円
の
増
が
あ
る
も
の
の
、
今
後
の
財

政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
取
り
川
さ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
。
全
体
で
七
千
三
百
四
万

円
（
六
二
・
二
％
破
）
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
町
便
は
、
水
道
広
城
化
施
設
整

備
事
業
出
資
債
に
二
千
二
百
十
万
円
、
ま
た
、

新
た
に
始
ま
る
板
橋
南
住
宅
団
地
の
道
路
や

下
水
道
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
事
業
の
事
業

偵
と
し
て
九
千
八
百
六
十
刀
円
を
計
上
し
た

た
め
、
総
額
で
三
偉
九
千
二
百
十
万
円
（
三

四

こ

％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。



歳

出

一

般
会

計
の

歳
出

の
目
的
別

内

訳
を

多

い

順

に
見

る

と
、
土
木

費
、
衛
生

貧

。総

務

費
。
公

債
費

、
農

林
水

産
業

費
、
民

生
費

と
な
り

、

以

下

。
教

育
費

、
消
防

費
、

議
会

費

。
そ
し

て
商
工

費

と
続
き

ま
す

。

前

年
度

に
比

べ
六
一

・
三
％

の
伸

び

を
示

し
た
七

木

費
は

、
人

に
や
さ
し

い
遊

づ

く
り

事
業
や

平

成
十

一
年

三
月
完

成
予
定

の

鉄
筋

コ

ン

ク
リ

ー
ト

三
階
建

て
の
町

営

住
宅
建

設

事
業

の
ほ

か
、
板

橋
南

住
宅
団

地
間

発

な
ど

の
大

規
模

事
業

に
取
り

組
む

た
め

に

八
億

七

千

二

十
九
万

四
千

円
を

計
上
し

ま
し

た
。

次
に
、
九
・
一
％
の
伸
び
を
示
し
た
衛
生

贄
は
、
福
鳥
地
方
水
道
用
水
供
給
企
業
団
や

水
道
事
業
へ
の
出
資
金
、
老
人
保
健
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
な
ど
を
計
上
し
た
結
果
、
総

額
七
億
八
千
七
百
四
卜
八
万
七
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

総
務
贄
は
、
六
億
二
千
四
百
九
十
二
万
一

千
円
を
計
ｔ
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
国
土

調
査
事
業
費
、
新
た
に
住
民
累
や
印
鑑
証
明

書
の
自
動
交
付
シ
ス
テ
ム
の
導
入
の
た
め
の

費
川
、
投
票
時
間
の
延
長
が
決
定
さ
れ
た
参

臓
院
議
員
遇
挙
な
ど
の
事
務
費
の
伸
び
が
主

な
も
の
で
す
。

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
に
関
係
す
る
農
林

水
産
業
費
は
、
緊
急
生
産
調
魅
推
進
対
策
、

町
単
独
転
作
助
成
。
水
稲
直
播
栽
培
な
ど
の

各
種
事
巣
の
充
実
に
加
え
。
町
営
ふ
る
さ
と

農
遵
や
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
な
ど
で

の
農
道
整
備
、
そ
し
て
小
坂
地
区
の
ほ
場
整

備
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
た
め
に
五
億
二
千

九
百
七
十
八
万
円
を
計
匕
し
ま
し
た
。

民
生
費
は
、
重
度
障
害
者
へ
の
医
療
費
助

成
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
嘔
業
な
ど
の

充
実
を
は
じ
め
、
保
育
期
間
を
延
長
す
る
季

節
保
膏
所
の
運
営
委
託
料
、
車
い
す
で
の
乗

り
降
り
が
で
き
る
リ
フ
ト
式
自
助
車
の
購
入

費
な
ど
を
新
た
に
計
上
し
た
結
果
、
四
億

八

千
六
百
五
卜
四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
関
係
費
で
は
、
教
育
の
充
実
は
も
と

よ
り
、
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー
改
修
や
町
指

定
文
化
財
保
存
管
理
事
業
な
ど
に
四
億
一
千

六
百
六
十
二
万
三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

一人当たりの支出額を見てみると

今年度の一般会計のうち 。みなさんが負担する町税は ，―人

当り82,800 円です。これに対し て ，萼が みなさん一人当りに支

出 する額は｡406  ,  48円 です。そし て。その差観分は国や県の

支出全や地方交付税，町價などでまかなわれていまｉ 。

土木費 衛生貝 芻逅 齊

75.７００円 68.58  ｰ円 54.400円

μ ●● 采。:a 民生貝

52.6 〕円 46.100円 42､３００円

･敦冓費 消防齊 ●会費

36.300円 1７,０００円 9｡５００円

商工舞

3.58 !円

防 災 麈旧 買

ほ か

500円

計
406.40 円

特別・財産区・水道事業会計

25 億322 万５干囚

一般会計予 算のほかに ．国民健康保険などの特別会

計と 藤田 財麈区などの財産区 会計、そし て水ｌ 事業会

計など ．竃襴25 億322 万5 千円を計上しまし た．

冊 別 会 計
・・ 民健康 保験　　78.  い 5 干円

・老人保健　　　　.375 干円

・湯水刔爾朧設　　　85.  6 干円

・貝田●囑水道　　　1  487 千円

・青貝　　　　　　5.470 干円

・公共下水道　　　 ４９８.８００干円

・土地開 発事業　　　237 干円

財 漏 区 会 肝
・入山財産区　　　　 ２６.６６９千円

・藤田 剃纛区　　　　　231 千円

・大沐戸 財塵区　　　　1  千円

公言企舞会計

・水道事業会計

�収入 � 支出

収益的収支�199.480千円� ー81. 千円

資本的収支�75.607千円�82.640千円



一
生
懸
命
を

応
援
し
ま
す

今年度の重点事業の中

から10 の事笑について
お知らせします。

(仮称)板橋南住宅団地開発事業

圃見のｇ 然に調和し た・ てさな哩輾墺をつくり ．将黶の住宅爛

黷を満たすために， く仮称）板楫网住宅団 地開発を遣めま画．閲

発区 域蛎亟 穡は 凵ha ，上下水道はもちろん公１ も整惆し，分膤

区画 数 ｰ  63 をヌ刪．町倉 住宅50 戸を計画しています．平成11 年

３月完厩予定 です．

滝山町営住宅の建設

生

活

形

噸

や

地

域

の

特

性

に

合

っ

た

生

活

が

で

き
る

畦

環

境

の

整

惆

と

併
せ

。

自

力
で

こ
ｎ

を

確

保

で

き
な

い

人

へ

の

佳

宅

供
給

も

行

政
の

大

切

な

役

口

で

す

。

国

見

町

で

は

平

康
１１

年
３

月
を

咒

成

目

像

に

。

浦

山

地

内

に
Ｑ

世

帯

が
入

居

で

き

る
町

営

住
て

Ｉ

検

の
！

設

を

渣

め

よ

す

（

写

綯

は
凧

山
町

営

住

宅

一
弓

楔
）

。

人にやさしい道づくり事業
藤田小字校 から むさしや莫子店までの区１ と口０年屓｝．つく

だや衣料店から不ニクリーニン グ店までの区 暇【１１年度～12

年度】について．霜 柱や支縉を 移転し て歩ｌ の嶇を広げ．子ど

もからお年寄り豕でみんなが女心し て歩石できるようにしま1 ’．

写お．この事昊のほかにも板 橋南佳宅団 地鬩発にft う道路ｆ 設

二擧戞はじめ訓 道 18 路緤の整備改良を衍いま す．

住
民
基
本
台
帳
の
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

４月１日から，住民票などの 発行のコンピュータ処僅が始

まりました（写買は始動ボタンを 押す冨 永町長と西田町議会

議長）。崎ち眄問の解消などの 効串 化菅図ります。また。闥

庁眄でも職員かいる場合には 証明 魯などの 発行ができるよう

なｇ飼又付機の 導入も今年度中に進めます。



藤田保育所・季節保育所の充実
藤田 偲冐所の 遍常の 保膏時間は、午前 日 時 30 分から午後

４眄までですが。４月から 希望する 保護者に阻り 午前７畤30

分から 午後6  時 30 分まで保貝し ます。また、４つの季節

保育所は、 ４月から12 月までと、２月から ３月までの２１２

日間に期間を延艮することになりました、

緊急生産調整推進対策事業
4  年 の 且作と消賢減少で、在麗 か増えてい る米．国 見

日に配分さ れた牛廖調整目標は昨年度の25  % の214h  日で

す．町とし ては転作条件整備対策、転作作勧振興 対策 、水桶

直播栽名導入などの助成 や支援をします．

新
農
山
漁
村
振
興
特
別
対
策
事
業

紅農肖 の高齢化、新規就農１の 激減．農産物の輸入自由 化

そして曩裏相牛豸 額の減少などの 課題に対応するため．地 岐

の状況に合った興業を進めながら 嶇摶ｌ 餓や生清環 境 施 設な

どを瞽え．襴賀の体質強化や高付加価値●業を目指す亭某で

す．大岐ミ ニライスセンター利用 垢合と高城トラクター利 用

組合のト ラクター購入．第２町内会集会所建設など です．

農村・21バイタルブラン事業
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担い手育成事業｢小坂地区ほ場整備事業｣

小坂地区 の震地釣ｰ  07ha を 棊銘整備します ．標準区・ 面積は３６ａ

で’すが、愚大lna のは場になります．平成８年度と９年貭で62ha を

文施．今Ｅ 度は1  5h6 ( 内谷地区 ）．平成 凵 年度に10  れ 8の面工事を

尖施し ま７ ．その後．用誹水路や農道の哺完工事、換地作業を行い 、

甲成13 年度までに完了する予定で す．よた、農家の次男 ・三男用の 住

宅川地と小坂地区の巾央集会施設や公鬻なども佃せて整儁謇ること に

し ています．

農
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

・・ 蜀儕では．高野、薺上野．小坂|も区と巾山原物飄地な

どの膕由、桑折町娩からｆ 田山を植田してli 営牧野に遇じ る

払道北口練の政良】こ取りかかりＪ苳．ぶた．●擴用排水路．

防火水魯の甓臟や．集落 遍の講盍も予足し ていｌｌ ．



・ 社 会 冢 葮･ 睇lll 螯 昃4.721 万 円

零1 墮1ﾓ 渣iS 滷 墺･､  ｯ  ﾋﾞ  .  寝
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翻 諞 鯔

･.` ４ １
加 入 推 違　　　　　　J66 ヵ 円

・ 年 金 事 務 咒 実 強 化　　　　　272 万 円

★ 別 助 ・ 防 災 ・ 交 通 安 全 ・ 防 硬

・ 消 防 詭 加 の 持 管 第　　　　396 万 円

・ 防 火 水 圃 雙 備　　　　　　950 万 円

・ 伊 達 崘 方 消 肪 組 合 負 担 金　1  整 3  ､  2 万 円

･ 消 防 団 育 成 事 実　　　　　2.028 万 円

・ 防 災 計 ● 策 定 ． 防 災 刔 策　　　 博 1  万円

・ 防 災 行 政 無 襌 ． 消 防 備 品 整 備　?  23  ｰ丿円

･ 消 防 ポ ン プ 自 動 車 喟 入 麑　　|,300 万 円

・ 水 防 刔 鯛　　　　　　　　163 万 円

・ 交 遇 安 全 ． 防 犯 対 策　　　　82ﾜ 万 円

産業が盛んな活力あ ふれる

町づくり

膕庸工業の振興発願のため．生雇番
豊里爛や瑠用筐保を遭の．衄曾安定
と巷癇が定住寸る町づくりに男めま
す．

脅同工寶の振興

・工場等畿髏奨励金　　　　　404 万円

・鵡工会の脅威補助　　　　　825 万円

・ふくし まピックフェ ア事輿　　30 万円

・中小企寨金融対策（預託金の増員3

1,600万円

tや滯鼎
ｙ
Ｓ･召９　　　　　 渟I .I ヽ,ふ

諂 膃 難 灘

認足慶累・ の育成等　　　　17 冫万円

－農實経富為淘外派遣奉賀　　　44 万円

・貘用地溝飴化蔓遒　　　　　18 ぼ)万円

・農用地ilj用 計・ 明蜜化亭賀　　262 万円

・畜度振興刔 策　　　　　　256 万円

・貘菓団 体育 成　　　　　　117 万円

★驥賀生屋 暮羮壟備

一冖町jl 富ふるさと 農選緊急整備事業

2.  0 万円

・県曾中山際 麕扈地帯 贋・ 網署飼事賀負担會

i,191 万円

・団 体営輿遭整備事菓　　　　2;o ‘冫6万ｌ

一小坂地区柴宮ほ 硬整 爾事実負担金

1,060万l::

累営ふるさと農遍累な鏖備事餮　3  万 ｢

一東宮壜水防除施讀整 爾．雎袴管理

870 万ｉ

・櫚ｕ総合 謇備モデル事業　　ｰ  電 755万･ ．

賣畔貝

･!11くい曳防除　　　　　　ｰ  13 万iy･

・財産区臂●事輿　　　　　2.708751

・呷i町 村営ふるさと林 遭胄急整 爾辱

3.722  }丿吁i

・糾賀振輿　　　　　　　8  万円;
ｉ

★若年 嘔霊魯化 ，後継 倡の洵 珱

・農業．同工 輿侵繼１ 刔 爾　　　37 万卩i

・町内 後継１ 迴槊　　　　　166 万円

★埴区 集会施毅整備

・森江野苟民センターａ 惓搴裏1.0 円

次代を担う青少年の育成、

教育と 文化の町づくり

観月台文化センターや上野台ｌ 勦公
囑などの施設を活月して、侭来を担
う子どもの教育と生涯学習を進めま

す。

女児歯槽祉
・町立仮青所の遭営　　　　6,798 万円
・季節侃弯所喟設事実　　　　2.  5万円
一放課後の児Ｉ保育　　　　　55 万円
一乳児．母子寒霧医療費　　　796 万円
一見費ｆ当　　　　　　　1,395 万円

兪学校教育
・小中学岐條鞆讐　　　　　701 万円
一幼稚朧．字校教膏の充実　　1.308 万円
生きた英腿学習　　　　　483 万円
児攤生徒の健康曹覆．字覩教育の充異

4. 力1月
一大技小芋覩相合９!§金　　　79  ? 万円

賣生涯字冐
・公民館奉賛　　　　　　　482 万円
・文化センター図●購入費　　　150 万円

・パソコン ．イン ターネット 事業11ﾜ 万円

・勿会教育斷導員 吩瀧費　　　336 万円

・社会取育團係団 体母硬　　　146 万円

・膏少年萼成　　　　　　　72 万円

・地区輿会施設 ．視聴覚 施鍠整 備碍

019 万円

脅 芸術又化搬興 ．文化刻保 讖

・ 文化団 体育成　　　　　　　55 万円

翦裲文化自 王事賛 ，文化 振興 基金積立

1.62 万円

・ 藤田 杖跡革本睛薫等　　　　209 万 円

髫ﾐ ｒS 亠 ４ ｊ

Ｓﾐj

y･1'i
鼈 暇 ９ ． ３ 副。

Ｓ

１５３万卩i
・オリンピックデー・ラン事冥　120 万円
一倖育施股麑　　　　　　2.089 万円

★胄少毒健全ｉ 岐．女性の社会譽ln
スポ少．胄少年育成　　　　109 万円

一女fl活動の推進　　　　　　26 万円

★叫原交渭
・夷晒指導助ｉ 招念奉賛　　　483 万円
・交遑事実　　　　　　　3  ? 3 万円

行財政体制の充実

肓財政の 助率 化をｌ るために ，佳li

皹の窓口 輿碼の穹 御化 。各種証明襴

の自動交忖などを進めます。

賣サービス向上

・住民暮本台帳琴電 算処 硬　　　938 万円

・住民票.印旛釐刳.納覡ｌ 明辱皀馳交 付倡理

398 万円

★組織連携強化

・徇内会等との油 携強化　　　lj 〕56万円

★嵋徴収の向 上

・納税朋合の育康　　　　　835 万円

・町税収納串向 上.電質化による亭務効覃化

663 万円

★畏軛釣 財政運曹の奮立

・剔発会l↑システムによる財政 運営の効率化

0万円

・ 財軟 調雙 基全 等の 積 立　　　 ？９万円

活力　子どもたち　行 財政



希望　快適　健康・安心

だれもが希望を持ち、住んで

よかったと思える町づくり．

海山町営住宅琲般事業，仮碕帛住宅
団地や藤田駅周辺の聘発事業などを
違め。魅力あふれる町づくりに努め

ます。

★地 域飃 発

・褊屬地方広 域行政事 務組合負 担金

144 万円

・駅前周辺卷懴事 饕　　　3  物 5. 万円

一市街培鹽債事輿(圃務負担含ｃ)

2 億3,０００万円

・第２次国土利用lt ●員足　　　53 万円

★ふ るさ と 蝶貝 事冥

・９２３ネットワーク　　　　　49 万円

・交濡事賛　　　　　　　　373 万円

・ふるさと 癲・ｘ 會　　　　4  ｰ  5万円

★ふるさと マイホーム皇道事実

・住宅マスタープラン黷足　　1 冫60 万円

・宅墻囀 発事業等く債務良相含ｅ)

35 偉円

★lむ民鰓参加の町取

・地区鼕鱗会の債蓍　　　　　12 万円

－広 報語勧の充賁　　　　　　 ４０５万円

・自 冶振興　　　　　　　1,165 万円

立地環境を生 かし 、均 衡の

と れた快適な 町づくり

生活道路や上下水道の警備．ごみ滅
鑾化．さらには緑地や公菌の靈鴒を

遇め．快酒できれいな穹づくりに努
めます．

喩道毘の甓爨
・維持管璢　　　　　　　3.4  万円
・人にやさしい圃づくり事累　　2. 万円
・ａ良舗裝事裏　　　　　　7,480 万円

呵,ご;5洶褊1 』1原輿(憧務負●1　　3 億円
.11誂ｇ,地隣逓公共馬設整鴒事業

５　･１　　　　　2  ･ 6.80万円
!1●ｇ,･i  6 )　　　0  万円

囮

●拡檣刃岡27 万円

1・,.'･11 'lj‘慄爛
あ
りかSliS.

箱拷●1　　　1,631 万円

食町曾住宅
・轜拘管理　　　　　　　　917 万円
・公営隹宅電機　　　　　2 備i45 万円

脅ふるさとマイホーム擲違事輿
・隹宅マスタープラン 再 掲 ) 万円
・宅地爛発事実呼{丙胄}　　　35 轜円

賣郤羶計疆
・ブロック●等賞●調査　　　　42 万円
建蹣暮護法に冨づく 僭遭用地登 紀 第 物

100万円

★下水道
・公共下水画事罵(鴨励歯4  ･ 1 万円
・麗域下水ｌ 事実負担金　　　2.014 万円

★上水運の整備
・水運鳬渥整髑事実出資食　　22 万円
・水ｌ 用水供笥企実ｌ 出資金・食拒食

8.1 万円

・水道 設 動 震事実!水道亭矍会針)
1傭155万円

・圃易水道施浪整備事実補助　　2  万円

★きｵ1いな囎づくり
一會参皿厘浄化槽設●●備　　12  6万円
・衛生処理組合角担金　　　　5.  万円
－ごみ処司刔儷　　　　　　1,995 万円
←ごみ滅讎資源化対策羅進事実　　6  万円
一保僅委員育成．公害刔頸　　　2 扠)万円
一衂尨.公讎の整備砲拘餮濳　　24 万円

゛讐
．
ふi;! 囑 爬1 閔

．

高齢社会に対応できる 健康で

安心して暮らせる町づくり ｊ

健康づくり 事業やティ ーサービ ス事

寔，介Ｉ 支援センター 事集に加え 。

介履 保健 制度導入への 皐傭など ，安

心し て・ らせる甸づくりを遭めま亨。

賣傭康づく リ

・軸核検診 ．予朗推● ．女性の轤讀診賣 ．骨

輯しょう錠検診事業　　　　1,689 万円

・徇 民ウォー キング 大会 ．健療フ ェス ディ

パル事業　　　　　　　　42 万円

一人岡ド ック事実　　　　　　78 万円

・防 問 導事業　　　　　　87ﾜ 万円

・栄賁鯔粤申業　　　　　　303 万円

・掣血事欒栂・　　　　　　37 万円

★砌孑侃僅

・健部事実!3 か月甘診等3　　　3  万 円

一司子衛生強化推遭　　　　　13ﾜ 万円

★老人保健事ｌ

・医●費 辱　　　　　　9 儼431 万円

・僅康検診事業　　　　　　2. 万円

・在宅肋間魯葷検診　　　　　54 万円

★地域医 療サービ ス

・公立钁田鞜合棡皖負袒金　3 健6.0 ｰ 5万円

・県 飮急医卵施設遭君負担金．頬教亀ｌ 璋情

碍シ ステム運営費　　　　　26 万円

★老人 福祉詭傭

・敬老会．敬老桐金　　　　　782 万円

・老人クラブ活動助成　　　　227 万円

・シルバー人Ｕ センター齔成　　40() 万円

・ａ 一ムヘルプ サーピス事実　　1.743 万円

・ねたきり 老人入浴サービス事 果 ?  25 万円

・ねたきり ，ひとり暮らし 老人見舞金 ．介舗

者慰労 金　　　　　　　179 万円

一紙オムツ支給事賁　　　　　330 万円

－ショ ート ステイ亭饗　　　　446 万円

・日儒 生活 用具略付事篥　　　291 万円

・デイサービ ス事柬　　　　2.691 万円

－齒ほうｌ デイサービス事実　　69 万円

・征宅介謨支援センター事実　　 い 28 万円

・老人ホーム人所相●事菓　1 傭４,5a4 万円

・老人ホーム負 担金　　　　0  万円

賣心身 第 物 宿 宿祉

・精神溽弱 者通 所 第｢ だての攤｣ 髓偈 事累

239 万円

・飄度身陣者医 康輿助厩　　　ｰ  289 万円

・重 度身障 書見自 輿 ．褊祉タクシー助成

22 万 円

・褐裝貝粭忖事實　　　　　183 万 円

・受生 姐塵施畿相●曹　　　　539 万円

・日驚 生活用冑嶋付泰東　　　140 万円

・人工 遮析患 者通院費　　　　　16 万円

賣社会 榻祉の充 実強化

・社会誓 協 製 会活動助暖　　12  旧万円

( 椢祉活動 専門 儁,福祉バスlfi､ 單い・

用リフト忖乗用申. 心収 ごと 相覩略襴耡)
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政
藤
Ⅲ
総
介
病

院
や
森
江
野
小
学
校
、
Ｌ
野
台
巡
動

公
園
な
ど
を
視
察
し
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
の
交
流
会
に
出
席
し
ま

し
た
。

大きくなって

戻って来てね

森江野小学校の５年生が２月27日、

阿武隈川と 佐久間川 の合流地点で 、

サヶの稚魚 を放流しました。この 事

業は阿武隈川 漁協の 協力で昨年から

実施しています。

放流 され たサケの 稚魚は、８Ｆ ａ

ほどに育っ た2  ｰ 匹ﾕ 参加した24人

はF 大 きく なって戻 って来てねり と

声をかけな がら、元気に泳ぎ出す稚

魚を見送っていましたｴ、



長
崎
・
国
見
へ
は女

性
を
派
遣

二
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
ま

で
、
長
崎
県
国
見
町
へ
女
性
の
交
流

団
を
派
遣
し
ま
し
た
．

今
回
．
町
が
派
遣
し
た
の
は
商
工

業
と
農
業
に
従
事
す
る
二
十
歳
代
か

ら
五
十
歳
代
ま
で
の
女
性
卜
二
人
で
．

現
地
視
察
と
意
兄
交
換
で
見
聞
を
広

め
、
今
後
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
央
施
さ
れ
ま
し
た
．
仙
台

空
港
か
ら
長
崎
入
り
し
．
松
尾
耕
之

助
町
長
の
表
敬
訪
問
や
イ
チ
ゴ
農
家

視
察
、
女
性
の
農
商
工
関
係
者
と
の

懇
談
会
な
ど
を
行
い
ま
し
た
．

懇
談
会
で
は
．
仕
事
の
こ
と
を
は

じ
め
．
家
庭
や
？
ど
も
の
こ
と
な
ど

女
性
な
ら
で
は
の
意
見
が
話
題
に
の

ぼ
り
、
長
崎
・
国
見
町
の
出
席
者
か

ら
は

『
私
た
ち
も
福
島
・
国
見
町
を

訪
ね
、
見
聞
を
広
め
た
い
』
と
の
意

兒
も
出
さ
れ
ま
し
た
．

う

こ
そ

牘
見
町

へ

お

い
で
く

だ
さ

い

ま

し
た
、

心

か
ら
歓

迎

い
た
し

ま
す

。

全

国
の

Ｉ．一
１

の
巾
町

村

の
う

ち
、

国

見

と

い
う
名

を
持

つ
町

は
三

つ
だ
け

で

す
。

昨
年

の
七
月

七

日

に
三
つ

の

国

見
町

が
交
流

協

定
を

結
ん

で
初

め

て

の
民

間
交

流
で

す
か

ら
、

特
に

う

れ

し
く

思

い
ま
す

。
今

後
は

、
子

ど

も
た

ち
の
相

互
派

遣
を

し
た

り

。
人

の
交
流

か
ら

物
の

交
流

へ
と

允
展

さ

せ

た

い
と
思

い
ま

す
」

と
歓

迎
の

あ

い
さ
つ

を
し

ま
し

た
。

引
き
続
き
、
町
議
会
を
代
表
し
て

佐
藤
政
一
町
議
会
副
議
長
が
あ
い
さ

つ
し
た
後
。
金
山
町
長
が
『
白
河
を

越
す
と
東
北
新
幹
線
の
窓
か
ら
雪
を

い
た
だ
く
山
々
が
見
え
ま
し
た
。
私

た
ち
の
町
と
の
違
い
を
認
識
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
人
た
ち
が
交

流
で
き
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。
私
た
ち
の
町
で
お
会
い
し
た
な

つ

か
し

い
顏
が
見

え
ま
す
。
良

い

パ
ー
ト
ナ
ー
に
忠
ま
れ
て
こ
そ
、
良

い
交
流
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
仲
良
く
し
ま
し
よ
う
」
と

お
礼
の
言
集
を
述
べ
ま
し
た
。

八
十
人
の
出
席
者
は
こ
の
後
、
お

互
い
の
町
の
現
状
を
紹
介
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
な
お
、
大

分
県
の
一
行
は
、
二
十
六
日
ま
で
福

島
県
に
滞
在
し
ま
し
た
。

長崎・国見町との交流会に参加して

派遣団長　 佐藤松 ‾fさん

農家との思談では．家族構成や土地、転作問題などに話憊が尽き

ることなく ．吻問がたつのを忘れてしまうほどでした．
長崎・国見网の専業農家数も農業収入も私たちの网の２倍ほども

あること．転作作物には土地や気候に合ったイチゴや馬鈴君を選ん
でいることなどをうかがい．とても勉強になりました．また、忙し

いときには孑どもたちも一生懸命に農巣を手伝うとうかがったとき．

実りの体験を通して孑どもたちは．大切な何かを学びとっていくの
だろうな．覡の苦労を知り、優しく心の広い人に胥っていくのだろ

うな．と思いました．
最後に、この交流会に参加させていただいたことに12人の団目を

代表し て．心からお礼を申し上げます．ありがとうござい ました．



拝啓　花咲く街に公共下水道の

供用可能区域がひろがりました

こ れまでに工 事が完了 した国見町 の公共下水 道の面積 は41X

で す。供 用可 能な対 象世帯は563 世帯 で、こ のうち約７割の

ご家庭で利用してい ただいてい ます。

さらに、平 成９年度中に完了し た9μ の区域 を合 わせると約720

世帯で供用可 能となり ました。

下
水
道

が
整
備
さ
れ
る

と公
共
下
水
道
が
整
伽
さ
れ
る
と
台

所
や
浴
室
な
ど
の
排
水
と
と
も
に
、

し
尿
も
直
接
、
下
水
管
に
流
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

家
庭
の
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
は
、

六
か
月
以
内
（
く
み
取
り
式
ト
イ
レ

は
三
年
以
内
）
に
排
水
設
備
を
般
置

し
、
公
共
汚
水
マ
ス
に
接
続
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
子
補
給
制
度

国
兄
町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

や
排
水
設
備
工
事
に
嬰
す
る
費
用
を

企
融
機
関
か
ら
術
り
入
れ
た
と
き
。

一
世
帯
あ
た
リ
五
十
万
円
を
限
度
と

し
た
融
資
額
に
対
し
て
、
そ
の
利
子

分
を
町
が
全
額
負
担
す
る
「
下
水
道

排
水
設
伽
等
整
備
資
金
利
子
補
給
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

下
水

道
使
用
料
金

公
共
下
水
道
嘔
業
を
運
営
す
る
た

め
に
は
、
終
末
処
理
場
の
運
転
経
費

の
ほ
か
に
下
水
道
施
般
の
維
持
管
理

の
経
費
が
必
要
で
す
。
下
水
道
使
用

料
金
は
、
こ
の
よ
う
な
経
費
の
一
部

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道

使
用
料
金
は
、
上
水
迫
の
使
用
水
且

を
下
水
量
と
み
な
し
て
支
払
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
井
戸
水

な
ど
の
水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
す

る
場
合
は
、
用
途
や
営
業
の
種
類
、

人
数
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
使
川
水

最
を
認
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受

益
者
負
担
金

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
河

川
が
き
れ
い
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、

住
宅
周
辺
の
生
活
環
境
も
改
善
さ
れ

ま
す
か
ら
、
土
地
の
利
用
価
値
が
上

が
り
ま
す
。
下
水
道
事
業
は
主
と
し

て
国
や
町
な
ど
の
公
費
（
税
金
や
町

の
借
入
金
な
ど
）
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

受
益
者
負
担
金
は
、
下
水
迫
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
地
域
の
人
に
ド
水
道
建
般
費
の

一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
制
度
で

す
。
ま
た
。
そ
の
土
地
に
地
上
権
や

使
用
貸
借
、
賃
貸
借
な
ど
の
権
利
が

定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の

権
利
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
　
下
水
道
係

Ｓ
（
５
８
５
）
2
9
8

４

・７ 水 道排水 設備 工事店 の

指定要件が変わりました

これまで、国見町の下水道排水設備の指定工翦

店は、国見町内に店舗がないと指定が受けられま

せんでしたが､､４月から県内に店翻があれば、ど

この市町村でも指定が受けられることになりまし
た。なお。指定店でないと下水道排水設備工事は

できません。違法な工本をすると、下水道法など

で罰せられることがありますからご注意ください･。



明
治
の
世

と
ん
で
た
ば
あ
ち
ゃ
ん

お
ふ
か
ば
あ
ち
ゃ
ん

まち再

発見

くにみの

民話かるた

こ
れ
は
、
山
崎
の
お
年
寄
り

か
ら
伝
え
聞
い
た
話
。

少
し
挂

、
山
崎

の
伝

右
工
門

と

い
う
百

姓
頭

に
、『
お
ふ
か

』

と

い
う

一
人

娘

が

い
た

そ

う

で

す
。

こ
の

お
ふ

か
さ

ん
、
一
人

娘

の

せ

い
か
、
当
時

と
し

て
は

有

を
Ｉ
　
　

Ｓ

名

な
気

ま
ま

娘
。
山
崎

か

ら
藤

田

の
町

へ

買

い
物

に
出

か

け

た
り
、
仙

台
の

祭
り

を
見
物

に

行
っ

た
り

、
梁
川

に
歌

舞
伎

が

か
か

れ
ば

一
週

問
。
夜

道

を
歩

い
て

通

い
つ
め

た
り
と

。
人

々

を

び

っ

く

り

さ

せ

通

し

で

す

。さ
て

、
こ

の
お

ふ
か
さ

ん
も

人

並
み

に
歳

を
と
り
、
お
ば
あ

さ

ん
に

な
っ

た
こ
ろ

、
東

北
本

線
が
開
通
す
る
と
、
好
奇
心
あ

ふ
れ
る
お
ふ
か
ば
あ
さ
ん
は
。

も
う
矢
も
楯
も
た
ま
ら
ず
、
は

る
か
四
国
の
金
比
羅
参
り
を

思
い
立
ち
ま
し
た
。
何
せ
女
の

一
人
旅
、
懐
剣
を
し
の
ぱ
せ
、

小
さ
な
植
木
鉢
の
底
に
金
を

隠
し
首
に
下
げ
、
こ
れ
が
お
ふ

か
ば
あ
さ
ん
の
智
忠
。
膾
尾
よ

く
念
願
を
果
た
し
、
帰
り
に
は

大
き
な
犬
狗
の
面
ま
で
背
負

い
、
土
産
話
と
共
に
意
気
揚
々

と
帰
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と

で
す
。

何
一
つ
女
の
自
由
に
な
ら

な
か
っ
た
こ
ろ
、
気
ま
ま
と
盲

わ
れ
よ
う
が
気
に
せ
ず
。
思
い

切
り
、
生
き
生
き
ど
豪
快
に
生

き
た
女
の
人
が
い
た
と

い
う

お
話
で
す
。



河
原
橋

春
を
待
っ
て
、
渡
り
初
め

国
見

町
が

建
設

し
て

い
た

河
原

鳩

と
町
逆

二
〇

七
〇

哇

沌
山

・
細
内

線

の

改
良

ｔ

亊
が
完

成
し

、
一
‘。月
『

卜

凵
に
渡

り

初
め

と
完

成
式
が

行
わ

れ

ま
し

た
。

沌
川

に
か

か
る
河

原
鳩

は
、

国
の

補
助

を
受

け
て

、
平
成

八
年

十

一
月

か
ら

工
嘔

が
進

め
ら

れ
て

い
ま

し
た

、
長

さ
は

Ｉ
十
い

で
、
幅
は

］う

五
口

の
歩

道
を

介
め

十

二
‐
い
で
す

。

ま
た

、
橋

の
か

け
替

え
と

同
時

に
進

め

ら
れ
て

い
た

町
逃

。
冂

匕

○

号
の

改
良

舗
装

工
事

は
、

百
ハ
ト

ヅ
に

つ

い
て
行

わ
れ
、

橋

と
同
様

。
匕

・
五

‥
い
の
小
逃

に

。一
丁

五
‥
。‥の

歩

道
が
付

い
て

い
ま
す

。

式
で

は
。
冨

水
町

長

が

「
地

権
者

の

み
な

さ
ん
の

協
力

の

お
か
げ

で
す

。

心

か
ら

感
謝

し
ま

す
。
河

原
橋

の

か

け

甘
え

と
町

道

二
こ

七

〇
吁

の
改
良

工

事

が
完
成

し
た

こ

と
で
、

国
道

叫

号
か

ら
七
業

団
地

、
さ

ら

に
は
石

母

ｍ

地
区

が

。
直

線

に
結

ば
れ

ま
し

た
。

地

Ｋ

の
み
な

さ

ん
と

一
緒

に
祝

い
た

い
と

思
い
ま

す

。
ま

た
、

こ
れ
ま

で

な
か

っ
た
歩

道

も
伽

え
、
小

学

生
や

高
校

生
、

お
年

寄
リ

に
も

や
さ
し

い

逃
が

で
き

ま
し

た
」

と
あ

い
さ

つ
し

ま
し

た
。

占

田
町

議
会

議
長

の
祝

辞
、

テ
ー

プ

カ
ッ
ト

、
山

崎

と
石
弓

山
の

町
内

会

災
の
く

す
Ｋ

割

り
に

続
き
、

地
区

の

。二
代
夫

婦

・
佐
藤

徳

。
郎

さ
ん
と

ヨ

シ
さ

ん
の
家

族

を
先
頭

に
出

席
者

扛
十
人

が
渡
り

初

め
を
し

ま
し

た
。

来
春
完
成
予
定
で
す

滝
山
町
営
住
宅
（
２
号
棟
）

国
見
町
が
。
滝
山
地
内
に
建
設
を

計
画
し
て
い
た
沌
山
町
営
住
宅
の
工

事
が
三
月
三
卜
凵
に
始
ま
り
ま
し
た
。

工
事
の
安
全
祈
噸
祭
に
出
席
し
た

冨
永
町
長
は
「
国
見
町
に
は
二
百
を

越
え
る
町
営
仕
宅
が
あ
り
ま
す
が
、

大
部
分
は
老
朽
化
し
て
い
ま
す
。
町

営
住
宅
の
建
て
瞥
え
に
つ
い
て
は
今

後
、
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定

し
て
順
次
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
滝
山
町
営
住
宅
の
建
設
は
、

こ
年
継
続
の
事
業
で
す
。
立
派
な
住

宅
が
で
き
る
よ
う
祈
り
ま
す
」
と
あ

い
さ

つ
し
ま

し
た
．

新
し

い
沌

山
住

宅

は
、
町

が
国

の

袖
助

を
受
け

て
建

駁
を

進
め

ま
す
．

二
Ｄ
Ｋ
（
和
窯

．
．
室
・
台

所
・
食

喞
室
・

ト

イ

レ
・

浴
室

）
が

四
皀
帯

、
ミ
Ｄ

Ｋ

（
和
窒

二
室
・
洋
室

．
室
・
台

所
・

食
聨

室

・
ト

イ

レ

・
浴
室

）
が

八
皀

帯
．

全
ト

ニ
世

帯
が

入
居

で
き
る

鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー
ト

三

階
建

て
で
、

ス

ロ

ー
プ
付

き
の

階
段

な
ど

お
年
寄

り

や

障
害
を

持

つ
人

に
も
や

さ
し

い
設

計
を

取

り
入
れ

ま
し
へ

完
成
予

定

は
平

成
ト

ー
年

三
月

で
す
．



保 健 だよ り

保 健増進係(  585  )  2783

献血が　育む愛の　目と心

５月７日は献血の日

（成分献血）

場所：観月台文化センター（大研修室）

受付：午前9  時 分～11 畤・午後１畤～４聘

(移動献血)

場所・時間：観月台文化センター…午前9 時～1  1 時 40分

国見電子…正午～午後１聘

一心堂薬舗前…午後2  時 15分～５畤

※成分献血は検査を含めると１鴫間ほどかかります。ご協力くださる方は 。あらかじめお知らせください。

育 児 教 室
該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成 ９年11 月～　　　

平成９年12 月生まれの乳児 �6
月12日淦） �午後１時30分～午後２時 �観

月台文化センター

第１和室

〈 おかあさ んへ 〉

☆身艮・体敷測定、離乳食、予防接種などについて
☆母子手帳を忘れずに！

１ 歳 ６ か 月 検 診
骸　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成８年10 月～　　　

平成８年12 月生まれの幼児 �
６月18日休） �午後１時30分～午後２時 �観月台文化センター

大研修室

≪おかあさんへ）
☆内科と幽科の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体璽測定を行います。

☆母子手恨と１歳６か児健診診査票（必要事項を記入）を忘れずに！

乳　児　健　診
該　 当　 乳　 児 � 実 麓 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・ ３か月児（平 成10 年２月生まれ）

・ ９か月児（平 成９年 ８月生まれ） �
６月25日伽 �午後1  時 30分～午後２眄 �観月台文化センタ ー

第１和室

〈おかあ さんへ 〉

☆医師の指導、身長・体重測定．岡乳 、曜乳．家族計●などについて
☆田子手帳を忘れずにｌ

乳
幼
児
の

お
か
あ
さ
ん
へ

『
新

し

い
予

防

接
種

の

受

け

方
に
つ

い
て

』

の
お

便

り

は
届

い

た
で

し

ょ

う

か
。

ポ

リ

オ
の

予
防

接

種

は

。
今

ま

で
ど
お
り
集
団
で
行

い
ま
す
。

ポ
リ

オ

は

「
小

児

マ
ヒ

」

と

呼

ば
れ

。
わ
が

国

で
は

自

然

咸
築

の
報

霽
ほ

あ
リ
ｉ
ｔ

ん
が
、

東

南
ア

ジ
ア

や

中
国

、
イ

ン

ド

な
ど

で
は

多

く
見

ら

れ

る

病

気
で

す

。
次

の
こ

と

に

注

意

し
て

接

種
を

お

受
け

く

だ

さ
い

。

▼

ポ
リ

オ
接

種

は

、
実

施
日

に

満
三

か
月

か

ら

九
十

か

月

ま
で

の

ポ
リ

オ

未

接
種

の

乳

幼
児

が
対
象
で
す
▼
回

散
は
、

六
週

周

以
上

の

間

隔

を
お

い

て
二

回

服
用

し

ま

す
▼

ポ

リ

オ
予

防

接

種
の

予

診
票

を

記

入

の

上

、
母

子

手
帳

と

一

緒

に

お
持

ち

く
だ

さ

い
▼

ポ

リ

オ
予

防

接

種

後
四

週
間

は

、

他
の

予

防
接

種

が

受
け

ら

れ

ま
せ
ん
。
ご
注

意
く
だ

さ
い
。



いんふぉ

めーしょん

募
　
　

集

国
家
公
務
員

採
用

試
験

人
事
院
で
は
、
大
学
卒
業
程

度
の
Ｉ
種
、
Ｂ
種
試
験
と
、
高

校

卒
業
程
度
の
Ｉ
種
試
験
な
ど

の
国
家
公

務
員
採
用
献
験
を
実

施
し
ま
す
．

Ｔ

種
試
験
（
大
卒
程
度
）】
▼

受
付
期
閥
…
五
月
六
日
（
水
）

か
ら
十
三
口

（
水
）
ま
で
▼
篥

一
次
試
験
…
六
月
十
四
口
（
口
）

【
皿

種
試
験

（
大
卒
程
度
）
】

▼
受
付
期

間
…
五
月
六
日
（
水
）

か
ら
十
三
日
（
水

）
ま
で
▼
第

一
次
試
験
・：
七
月
五
日
（
日
）

ｉ

穐
試
験

（
高
卒
穐
度
）
】

▼
受
付
期
閥
：
亠（
月
二
十
四
日

（
水
）
か
ら
七
月
一
日

（
水
）

ま
で
▼
第
一
次
試
験
・：
九
月
六

日
（
日
）

★
問
い
合
わ
せ

人
事
院
東
北
畊

務
局
第
二
課

ｎ

皚
（
２
２
１

）
2

０
2
2

平
成
十
一
年

歌
会
始
の
お
題
は

「
青

」
で

す

▼
応
募
方
法
・：
◇

「
青
」
を
脉

み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で
、
一

人
一
首

。
未
免
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
◇
作

品
は
、
半
紙
（
和

紙
）
に
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ

い
（
代
筆
の
場
合
は
そ
の
理

由
と
代
筆
者
の
化
所
、
氏
名
を

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
）
◇
書

式
は
、
半
紙
を
横
長
に
し
て
右

半
分
に
お
黼
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵

便
番

号
．
住

所
、
氏

名

（
ふ
り
が
な
）
、
生
年
月
口
、
職

業
を
縦

書
き
し
て
く
だ
さ
い
◇

郵
送
の
際
は
、
封
簡
に
「
詠
進

歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い

▼
応
募
期
間
・・・
九
月
三
十
日
ま

で
（
当
日
消
印
打
効
）

▼
送
付
先
・・・
〒
1
0
0

－
8
1
1
1

東
京

都
千
代
田
区
千
代

田
一
の

Ｉ
　
宮
内
庁

県
北
の
魅
力
を
実
感
－

ふ
る
さ
と
百
景

バ
ス
ツ
ア
ー

県
北
の
十
七
市
町
村
で
桝
成

す
る
『
ふ
く
し
ま
拠
点
ま
ち
づ

く
リ
協
議
会

』
で
は
。
ふ
る
さ

と
百

景
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

す

。
県
北
地
区
の
名
所
や
旧
跡

の
探

訪
で
す
。

▼

開
催
日
・：
六
月
七
日
（
日
）

▼
コ

ー
ス
・：
遒
の
駅
・
あ
だ
ち

安
達
ケ
原
ふ

る
さ
と
村
、
安
達

太
良
山
。
属
温
泉
、
県
民
の
森

、

蛇
の
鼻
公
側
、
岩
角
寺
▼
集
合

鳩
所
・
時
間

…
抽
選
結
果
と
一

緒
に
連
絡
し
ま
す
▼
参
加
資
格

…
県
北
地

域
に
住
ん
で
い
る
方

。

小
学
生
は
保
護
者
同
伴
▼
募
集

人
艮
・：
三
百
十
五
人

（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費

・：
大
人

二

千
五
百
円
．
子
ど

も
・
一
千
円
（
昼
食
代
．
保
険

料
含
む

）
▼
応
募
方
法
…
往
復

は
が
き

（
一
枚
で
二
人
ま
で
応

募
可

）
▼
応
募
先
・；
〒
９
６
０

‐
8
6
0
1

福
鳥
市
五
老
内

町
３

の
！

福
島
市
役
所
内
福

鳥
地

方
広
峨
行
政
事
務
組
合

バ
ス
ツ
ア
ー
係
▼
締
め
切
り
・：

五
月
十
四
日

（
木
）
当
日
消
印

有
効

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
鰥

企
両
商
工
係

ｎ
（
５
８
５
）
2
9
2
7

工
業
統
計

調
査
ポ

ス

タ
ー

▼
作
品
内
容
…
◇
用
紙
は
Ａ
２

判
を
縦
長
に
使
用
す
る
こ
と
◇

使
用
す
る
色
は
四
色
以
内
と
す

る
こ
と
◇
標

語
や
写
裏
は
使
用

し
な
い
こ
と
◇
作
品

に
は
、
工

業
統
計
調
査
、
通
商

産
業
省
。

祁
道
府
県
市
町
村
、
平
成
卜
年

十
二
月
三
十
一
日
の
文
字
を
入

れ
る
こ
と
◇
作
品
の
裏
面
に
は

住
所
、
氏
名
。
電
話
番
号
、
職

業
（
学
生
の
鳩
合
は
学
校
名
、

学
年
）
を
記
入
▼

募
集
期
限
・：

六
月
十
五
日
（
当
日
消
印
有
効

）

★
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
９
６
０
－

８
６
８
！

禍
島

県
庁
内
郵
便
‥
衂
私
書
箱
一
号

福
鳥
県

統
叶
調
査
課

゛
（
5
2
1

）
7
1

４
7

西分署

だより山
へ
の
思
い
や
り

春
は

、
林
野
火
災

が
多
く
発
生
し

ま
す
．
降

水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾

燥

し
て
い
る
上
に
、
山
菜
採
り
な
ど

で

山
に
入
る
人
が
増
え
る
た
め
で
す
．

林
野
火
災
の
出
火
原
因
は
、
た
き
火

が
最
も
多
く
、
次

い
で

た
ば
こ
．
火

入
れ
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
．
林

野

火
災
か
ら
豊
か
な
自
然
を
守

る
た

め

に
．
十
分
に
注
意
し
ま
し
よ
う
．

な
お
．
福
鳥
県
で
は
今
年
度

各
穐

の
災
倉

に
対
応
す

る
た
め
、
消
防

防

災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
『
ふ
く
し
ま
』
を

配
備
し
ま
し

た
．

▼
た
ば
こ
は
携
帯
用
の
灰

皿
を
持
参

し
、
投
げ
捨
て
は
し
な

い
▼

枯
れ
草

な
ど
の
あ

る
場
所
で
は

た
き

火
を
し

な

い
▼
た
き
火
を
す

る
と
き

は
必
ず

消
火
の
準
備

を
し
、
そ
の

場
を
離
れ

な

い
▼
火
入

れ
を
す

る
と
き
は
役
鳩

の
許
可

を
受
け

、
消
防

署
に
も
辿
絡

す
る

★
問

い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｎ

（
５
８
２

）
３
－

９
０



「
あ
つ
か
し
夕
市
」
開
店
で
す

お毋さんたちが作った新鮮で安全な野粟や果勧を直

禰飯亮する「あつかし夕市」が店鬪きで１｡
夕范は。４月から12 月までの第2 と第4 火曜日にＪ

Ａ伊達みらい国見Ａコープ店前で闃かれま１ ．哺聞は

午後4  詩 30分から５聘30 分まで。みなさん。どうぞ

おいでく ださい。

お
知
ら
せ

助
役
・
教
育
長
を再

任

任
期
満
了
に
伴
う
助
役
と
敏

育
委
貝
の
人
事
案
作
が
三
月
議

会
に
提
出
さ
れ
、
助
役
に
人
波

健
・
現

助
役

。
教
育
委
員
に
斎

藤
久
・
現
教
育
艮
の
選
任
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
斎
藤

枚
育
艮
は
、
教
脊
委
貝
会
の
臨

時
会
で
教
育
長
に
互
選
さ
れ
ま

し
た
。

自
動
車
税
は

６

月

１
日

ま
で

自
助
叭
税
の
納
税
通
知
霞
は
、

五
月
十
日
ご
ろ
に
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で

に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

な

お
、
自
動
収
税
の
領
収

証

淤

に
は
、
継
眺
検
査
（
叭

検
）

川
の
納
税

証
明
書
が
つ
い
て
い

ま
す

の
で
、
車
検
証
と
一
緒
に

人
切
に
保
管
し
、
雎
検
の
際
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼

自
動
ホ
脱
の
納
期
限
…
六
月

‐‐
日
（
月

）
▼

減
免
申
請
を
す

る
と
き
・：
身
体
障
害
者
手
帳
な

ど
を
お
持
ち
の
方
で
、
自
助
駆

税
の
減
免
申
請
を
さ
れ
る
方
は
。

五
月
二
Ｆ

五
日
｛

月
｝
ま
で

に

手
続
き
を
お
取
り
く
だ
さ

い
。

★
問

い
合
わ
せ

・
自
動
駆
税
一
般

県
北
地
方
振
興
同
管
理
課

ｇ

（
５
２
１
）
７
６
３
２

・
住
所
変
更
閲
係

自
動
叭
県
税
事
務
所
第
一
係

一`
（
５
２
１
）
７
７
３
２

・
減
免
申

請
関
係

自
助
巾
県
税
串
務
所
第
二
係

ｇ

（
５
２
１

）
7
7
3
3

福
祉
定
期郵

便
貯
金

福
阯
定
川
郵
便
貯
金
の
取
扱

期
間
を
次
の
と
お
り
延
長
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
貯
金
…
預
入
期
間

．
年

の
定
期
郵
便
貯
金
▼
対
象
者
・：

障

害
年
金
、
遺
族
年
金
、
老
齢

福
祉
年
金
受
給
者
、
児
童
扶

養

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
、

原
畑

被
爆
者
手
帳
等
恩
給
法
に

よ

る
障
省
給
付
、
遺
族
給
付
、

援
護
年
金
の
受
給
者
▼
取
扱
期

閥
・：
甲
成

十
年
三
月
一
日
か
ら

嘔
成
十
一
年

二
月

こ
卜

八
日
ま

で
▼
利
本
…
年

四
・
一
五
％
▼

限
度
額
：
二

人

こ
二
百
万

円

★
問
い
合
わ
せ

国
見
郵
便
局

‘`
（
５
８
５
）
2
3
3
０

Ｊ
Ｒ
東
北
線

ワ
ン
マ
ン
運
転
開
始

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
。
三
月
の

ダ
イ
ヤ
改
正
に
介
わ
せ
、『
郡
山

と
藤
Ⅲ
』
閥
で
、
電
嘔
の
ワ
ン

マ
ン
連
転
を
始

め
ま
し
た
。
朝

夕
の
通
勤
通
学
時
間
帯
を
除
く
、

上
下
線
十
二
本
に
新
型
欟
両
を

導
人
し
、
利

便
性

の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

無
人
駅
で
の
乗
り
降
り
の

際

は
．
先
．頭
車
両
の
乗
降
口
を
ご

利
用
く
だ
さ

い
．

★
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｒ
東
日
本

藤
田
駅

公
（
５
８
５
）
2
０
４
2

県
農
林
関
係
機
関
の

統
合

農
政
事
務
所
。
農
地
事
務
所
。

林
業
嘔

務
所
そ
し
て
地
城
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
統
合
さ

れ
、『
農
林
事
務
所
』
と
な
り
ま

し
た
。
県
内
十
四
か
所
の
地
域

農
業
改
良
腎
及
セ
ン
タ
ー
は
、

農
林
事
務
所
の
農
業
普
及
部
と

な
り
ま
す
が
、
名
称
や
所
在
地

は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

▼
農
林
事
務
所
の
住
所
・：
福
島

市
杉
妻
町
５

番
7
5
兮
・
県
庁
束

分
庁
舎

ｇ

（
５
２
１

）
7
8
5
3

▼
そ
の
他
…
鳥
獣
保
綬

と

狩
猟
奥
務
は
、
環
境
保
令
課
と

県
北
地
方
振
興
局
県
民
生
活
課

に
移
り
ま
す

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
農
林
企
画
室

公
（
５
２
１
）
７
３
－

９

５ 月の心配ごと相談

6日團
鴨剛 溥･j4 洩野やへ子,4
15日鵆
佐久剛 臨,4 小八 絹子k
日

氏ｍ　 魚,4 獗瀬 良f14
場所
役場( 2 新 ) 談 室

畤鬩
午駅９畤ヽ 正午

人口と 世帯

人口 ３月 １日現在
男　5.549 人8  》
女　5.942 人9  )
針　ｰ  491 人（－１７〉

出生 ３人 死亡10 人
転入 ２０人 転出 ３０人

世 帯

3｡１２６世 帯 （ －７）

結
婚
お
め
で
と
う

木

村

武

志

ｊ

・

理

恵

。
‘
　

（
滝

山

）

鯉
江

雄

。

ご

・

禎

子

。
二

徳

江
北

）

誕
生
お

め
で
と

う

お

子

さ

ん
　

傑

躓

者

齊
騅

棟
丿

詞
夫
．

‘
・
哭
知
代
Ｊ

（
小
収

）

大
竹
未

乃
莉
ｙ

喰
呵

‘・
專
英
．
Σ

鳩
山

）

佐
々
木
｀
’

味
ｙ

ぶ
冫

・
咢

‰

匐

ｍ
叫
一・

菅
野
舞
釁

．‘

扣
久
ぐ

良
子
．
以

内
斜
柬
一

迪
肺

桃

．．冫

寿
弓

气
朱
災
。ｙ

｀
謡

｀
一

町
淌

咄
．
．

‘

£

ぐ

美
智
子
．
こ

小
林
）

お
く
や
み
申
し
上
げ

ま
す

佐

藤

チ

カ

’
‘
　

８ ８
　

（
北

郎

）

齊

藤

艮

冫
　

８９

（
石

毋
旧

西
）

佐

久
間
（

ツ

イ

’
‘

８３
　

（

第
２

）

小
野

寺
テ

ル

。
‘
　

９ １

（
駁

田

中

）

笠

原

ス

ヱ
ー
　

７７

（
石

叫
川

北
）

吉

倒

正

丿
　

一
ｌ
　

（

北

部

）

遠

藤

正

恵
’

‘
　

８８

（
光

明

寺

）

齊

藤

劼
ｔ

郎

’
‘
　

８ ９

（
に

田
ａ

）

宍

戸

巳

吉

’
‘
　

９ ２

宕

毋

Ⅲ
匙

齊

薦

靖

’ｒ

。
‘
　

１ ８
　

（
貝

Ⅲ

）

破

辺

翔

″
‘
　
　

４

（

人
町

南

）

佐

藤

ヨ

シ

’
‘
　

取一

（

象

田
巾

）

杉

谷

カ

ネ

’
‘
　

８８

｛

大

町

南

｝

佐

々

木

ウ

タ

’
‘
　

７ ７

（
石

階
旧
原

）

｛

Ｓ

月

２０

日

届
出

分

ま

で

｝



生涯耄膠

つうしん

聖習習胆口

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
お
願
い

子
育
て
教
室

公
民
館
で
は
、
幼
児
期
の
家
庭
教

育
の
大
切
さ
を
重
視
し
、
そ
の
心
構

え
や
知
識
、
技
術
な
ど
を
学
習
す
る

た
め
に
、
一
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
お

子
さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ん
や
祖
父
母

を
対
象
に
、
『
子
育
て
教
室
』
を
閧
い

て
い
ま
す
。

子
育
て
教
室
の
お
母
さ
ん
た
ち
が

安
心
し
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
、
子

ど
も
た
ち
の
お
世
話
を
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
お
扉
い
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
は
、
二
十
人
の
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
。

国
見
町
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
す
こ
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま

す
。お

手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
涯
学
習
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

忘
れ
な
い
で

加
入
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

こ
の
保
険
は
。
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
・
地
域
活
助
等

を
行
う
五
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
上
も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
活
助
中
の
傷
容
事
故
お
よ
び

賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
償
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
。
心
臓
マ
ヒ
な
ど

の
突
然
死
に
対
し
て
共
済
見
舞
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し

ま
し
よ
う
。

詳
し

い
こ
と
は
、
体
育
係
へ

お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

「
若
人

の
翼
」
団
員

募
集

町
の
補
助

が
あ
り
ま
す

福

島

県
で
は

、
福

島
県

青
年
海

外

派

遣
事
業

『
若

人
の

翼
』

の
団

員
を

募

集
し

て

い
ま

す
。

▼

募
集

期
限
・・・
五
月

八
日

（
金

）
▼

派

遣
コ

ー
ス
・：
欧
州

つ
ア
ン

マ
ー
ク

ー

ド

イ

ツ

）
、
オ

セ

ア

ニ

ア
（

ニ
ュ

ー

ジ

ー
ラ

ン
ド

ー
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
）
、

東

陶
ア

ジ
ア

（
タ

イ
王
国

、
イ

ン
ド

ネ

シ
ア

）
、
南

米

（
ブ
ラ

ジ
ル

ー
パ
ラ

グ

ア
イ

）
の

四
コ

ー
ス
▼

応
募

資
格

要

件
・：
二
十

歳
か

ら
三

十
五

歳
ま
で

の
助

労
青
年

五
十

二
名
▼

出

発
日
・：

い
ず

れ
の
コ

ー
ス

も
九

月
七

日
▼

派

遣
期
間
・
：
◇
欧
州

、
オ

セ
ア

ニ
ア

、

東
南

ア
ジ

ア
コ
ー

ス
…

十
四
日

間

◇

南
米
コ

ー

ス
…
十

五
日

間
▼

経
費

負

坩
Ｔ

◇
欧

州
と
オ

セ
ア

ニ
ア

コ
ー

ス

・・・
二

十
万

円
◇
東

南
ア

ジ
ア

コ
ー

ス

・：
十

二
万

円
◇
南

米
コ

ー

ス
…
二

十

二
万

円
▼

国
見
町

の

補
助
…

国
見

町

在
住

の
団

員
に
は

町

の
補
助

（
六

万

円

）
が
あ

り
ま
す

★
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係

7
5
8
5

）
2
6
7
6

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

★初窟講座( パソコンの基本操作)
・５月闘座　５月18 日側、20 日衂 、22 日圓 、25日(月)、26 日叫
・６月詞囑　６月15 日側、17 日伽 、19 日圓 、22日(月).24日伽

★畏計算朗座( 喪計ｌ とパソコンの初歩)
・７月鵠座　７月８日《洳．１０ＢＳ 、１３日回、15 日.  1 ?日窗

・定員 それぞれ11名ずつ( 定驫になり次銚締め切･J)
・場所 皿月會文化センター
・時聞 午筏６畤～８畤
・謫鯒 中村勉先生ほか
・受講3 円( テキスト、フロッピーデ彳スク代を含む)
・申込み 受講料を漂えてお申し込みください．
兪問い合わせ 生涯学習課 生涯学習係 (  5  )

団員募集

剣道スポーツ小年団

･糒爾日･ 月･金曠日

午筏6 畤30分~8 時JI

(羃1 月 日は休li日のため練習は行. ません)

･ 傭習墸^ ・ 月台文化ｾﾝﾀｰ 体,t;

Ｕ

ヽ

*一般顫 も幕龕し １　 ！



平成10年度　教室生・学級生募集

子育て学級
r 幼 児教育の基本と 心構え､≒し つけ９絵 本

や童話の選び方冫･食事や僣唐管理など につ

し跂 学習し ます。､i.り‘　　 犬

・対象こ平成 ６年41jllがち 平成 ９年３月ま.=

で に生まれた幼児を持つ母親や祖父母

J;期間… ５月心 ３月（月 ３回程度）

・畤問…午前10 畤～ い 時 30 分

・費用･･弗 間２０００円（幼児一人･ おやつi弋）

・定員･.ｊ２０人程度　　　 ヤ． ．．４
・締切…４月２０日　..．　 ・ ﾊﾞ,..

成人学級
r ‾二般教養、映画観賞、時事問題√料理実

習､､タ ルフブ 活動を通して、現代社会に対

応できる知識匂技能歌字びます｡ 憚　　　 ！

･ 対 象1･ 耐 内 在 住 め 加 歳 代４ 励 鑞 代 の男 女T

莟 羅 刧 町 ビ

･ 締 切･-･,･ 4 月２０日　　 ’‾‾う　　 ’`4･－

くにみ女性教室
健康管理や時事問題、趣味、料理、グル

ープ 活動を通して、女性が心豊かに生きる

ための学習を行います。。｡・ 今 町４　
』;I

j 対象…町内在住の20廬代心60 歳代の女性

.

ﾚﾖ １ 亜 盲 暫 裃

1芦 切･74 月30 日匸､y　　
‥.

一二､､｀I

阿津賀志学級
1･心豐かな日々を送るために、長寿社会に

適応した一般教養や健躙管理、町政丿草花

栽培､､交通教室､､グルベプ 活動など幅広い
蒜1 高 混･T 匐 こSTI; ■ 冫;;

r一対象 ふ町内在住め概ね６５歳以上の男女

1 期間･Q5 月゛ ２月･(年間４０回y ｀黔几

・時間l･･午前 ９時 七11 時３０分　1 冫il

ご'費用…年問１０００円･ が か ぺ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー
・
ラ
ン

参
加
者
募
集

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
と
走
ろ
う

六

月

二
十

三

日

は
、
オ
リ

ン

ピ

ッ

ク
デ

ー

で

す
。
日

本

オ

リ

ン
ピ

ッ

ク

委
貝

会

は
、
一

般
の

方

を
対

象

と

し

た
『
オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

デ

ー
ニ
フ
ン
』
を

全
国

卜

三

会

場
で

行

い
ま

す
。
上

野

台

運
動

公

園
で

は

、
か

つ

て

の
オ

リ

ン
ピ

ッ

ク
選
手

が
み

な
さ

ん
と

一
緒

に
走

り
ま

す
。

▼
日

時
…

六
月

二
十

一
日
（
日

）
◇
受

付
…

八
時

三
十

分
◇

開
会

式
…

九
時

三
十

分
◇

ス

タ
ー
ト
・：
十

時
▼

場
所

…

上

野

台
運

助

公

園
・
総

合

運

助
場

▼

参
加
対

象

者
・：
ど

な

た
で

も
参
加

で
き

ま

す
▼

参
加
料
・・
・
無

料
▼

参
加

賞

…

オ

リ
ン

ピ

ッ

ク
デ

ー
・
ラ

ン
Ｔ

シ

ャ
ツ
（
当
日

着
用

）
と
サ

マ
ラ

ン
チ

国

際
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
委

貝
会

長
の

署

名

入
り

証
明

書
を

参
加

者
全

員
に

プ

レ

ゼ

ン
ト

▼

そ

の
他
・；

ス

ボ

ー

ツ

グ

ッ
ズ

が

当
た

る
抽
選

会
▼

申
込

方

法

…
町

内
会

ご
と

に
配

布
し

た
参

加

申

込

書

に

氏
名

。
住

所

な
ど

を

記

入

し

、
五

月

十

五

日
（
金
）
ま

で

に

お

知

ら
せ

く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

生
涯
学
習
課

体
育
係

ｎ
（
５
８
５

）
2
6
7
６

新しい本が届きました　文化センター図書室

1－舳図書】

・圜ｌｌ ●ナイシヨｌ　 ｛j110・マーン･ 葦昊3

･ 宮廷を１つた●妃たち　　4M ・々 ント公紀9

・ものと人飃の鈿tま1讀 （法藏大廡l

・瞰艦大1黼韭 上･ 下　 儘 ●●齶3

・●が墸れるわllらの心もまた 囑 本克奪）

・記懌の中ａ寧　　　 《闌冒潤子】

・驀１ 万 半 世 紀　　 【孤１万重】

・いとしい　　　　　a 吐 弘鄒

・新宿９爿l 用罵ｌ 兇　 《甼恠曼承】

・アマポーラスの●末　 （ハリエット・ ﾄﾞｳｱl

一木工のｌ 糲昌囃氾潤　　 体 内武男）

【 燮 量 図 書 】

・ ジョ シ イ ・ スミ ス のIs は なし ｛ マグ ダ レ ン ・ナフ ｝

・ 針さ し の 物 翩　　　 （ド ・ モー ガ ン ン

・ ホビ ー1 ）あ かち ゃ ん　　1 ジ ル ーパ ーう レ ム ）

・ 霏い 輿 をｌ つて　　 ｛シ ャロ ン ・ ク リ ー ヂ3

・ ケ ツ ァ ル コ アト ル の ●　 ｛ スズ ＊ ・コ ー詢

・ 懽 蟇ぱ ４ ざti　　　 ｛レ ーシ ャ プ レ3

－!iの 上の 吐 蔔●　　 （シ ル づ イア ・ ウ１ － ）

・ さs 甘ぱ な し の 礦15 ●　 音  :

・ ぱぱ ぱ あ ち ●ん の マ フ ラ ー （さ と う わe こ ）

・ 生ｌ ・ 饂　　　　 ｛ お５ とよ こ 喞

団員募集

柔道スポーツ少年団

･練習日時!7･火･ 全躍日

’小学生は午後6時~8時

･中学生以上は午後6時亠 時

練習墸li 月台文化ｾﾝﾀｰ 体 館

年 会費… 円（スポ

リ

料含む）

･申 込先…本 田 林 ｰ 585-2175 )



テ
ニ
ス
で
全
国
大
会
出
場

全国高校選抜テニス大会に出場する高槇利依

さん(左)，全日本巾学ソフトテ｡こス大会に出爿

する木村飛鳥さん(右)。冨永町長がr がんばっ

てねJ と激励すると｢ 力を出し切りまt｣｡ し

っかりした稗えが趣ってきました｡

お
い
し
い
こ
と
は
楽
し
い
ん
だ
よ

藤田保育所の1 ひなまつり．，自分で作った

おひなさまの齣で．ちらしずしをいただきまし

た，飲み物と果勧のデザーH4 きのごちそうに．

ｆどもたちはにこにこ顏です．みんな残さず平

らげました．

あ
り
が
と
う

．
．一一
月

．
Ｈ

．

介

護

者

懇

談

公

が

川

か

れ

、

家

庭

で

お

年

寄

り

を

介

波

し

て

い

る

．
べ
Ｐ

人

が

参

加

．

冨

永

町

長

か

ら

お

年

寄

り

川

の

．ド

着

が

贈

ら

れ

た

後

．

町

の

在

宅

介

護

の

収

り

糾

み

や

介

護

保

険

制

度

に

つ

い

て

の

講

話

を

閥

い

た

り

．

意

見

交

換

を

し

た

り

し

ま

し

た

．

―サ
ー
ラ
の
父
で
す
、
毋
で
す
。

昨年８月から県北中学校で英甜を叡えている

サーラ・バイハム先生のご両親が冨水町長を訪

ねました.r サーラ先生は人気升ですよ。ご安

心をJ とＭ永町長.T 娘の元鼠な顏を兄て安心

しましたJ とお父さん。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち
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